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Imperial Russian Diplomacy toward the Qing Empire: 




Scholars have evaluated differently the Treaty of Kulja, signed between Imperial Russia 
and the Qing Empire in 1851. While Chinese scholars claimed that the treaty, like the 
Nanjing Treaty of 1842, was an unequal one, the Soviet Union and Russian scholars 
evaluated it as the government’s recognition of normalization of private trade between 
Western Siberia and Xiniiang that developed in the first half of the nineteenth century. 
However, Japanese scholars argued, by comparing the provisions of the treaty with those 
of the Kyakhta Treaty, that it was a mere continuation of the later, and that the Treaty of 
Kulja was not recognized as‘unequal’among the Qing officials during its creation. The 
motivation of the Imperial Russian government in changing traditional Russo・Chinese
relations is analyzed by studying the negotiation process during the signing of the 
Treaty of Kulja, based on diplomatic archival documents of Imperial Russia. The author 
claims Russia, through the negotiation process, tried to gain several free trade privileges 
as Britain did in Qing China after the First Opium War, in order to compete with the 
expected influx of British manufactured products into Chinese markets. Additionally, 
Russia tried to grant Asian (mainly Khoqandian) merchants involved in trade between 
Western Siberia and Xinjiang Imperial Russian citizenship by announcing its trade 
regulations with Western China in 1852. 
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なかったとされる。しかし， 1840年代末から両国の関係は変化していった。 1849年から 1857年に

















正式名称は，「両国臣民のための，イリとタルバガタイにおける貿易を開く通商条約 Torgovyitraktat dlia 









彊聞で発展しつつあった民間貿易を条約によって公認したと評価している (Kuznetsov 1973: 110-













アレフスキー EgorPetrovich Kovalevskii （生没 1811・1868年） のフォンドの関連文書群（ORRNB:
五356[E. P. Kovalevskii], op. 1, dd. 64”86）を利用して，ロシア側から見た伊梨通商条約締結の意図
と過程およびその背景を明らかにする 60 とりわけ重要な史料は，同フォンド第 l目録第79案件の
「中国西部クリジャ行の発信・受信簿 Iskhodiashchiii vykhodiashchii zhurnal ekspeditsii v Ku！’dzhu-
zapadnyi Kitai」で，イリに派遣されたロシア使節が， 1851年6月2日から 1851年 1月23日にか
けて発信・受信した書簡，報告書の草稿や写し，清朝側から送られた満洲語書簡のロシア語訳，条
約案など 73件の手書き文が含まれ， 51葉からなっている。この中には，同年7月 12日に清朝側
が提案した条約案のロシア語訳など，これまで知られていない内容が含まれており，本論ではこの
新史料の考察が中心となる。さらに，ウズベキスタン中央国立文書館（TsGARUz）に所蔵される
トルキスタン総督官房のフォンド中の「中国西部諸都市との通商開放について Ootkrytii torgovli s 






























































2008: 298-300）。ニコライ l世（在位 1825・1855年）はそうした総督に，対外的に積極的な政策を










op. 4, d. 477, I. 12”33ob.）。また同じメンバーが出席した同年 12月 15日の会議は，イギリスを始め
8北京伝道団については， Veselovskii(1905），吉田 (1974：・200・209），陳（2008）を参照。





るよう司｜｜令が出された（TsGARUz:f. 1, op. 32, d.366, l. 78ob.-79）。
































ていなかった（Fletcherl 978a: 329・330，野田 2011:192・197）。
14さらに新たな条約締結を通じた，新彊経由でロシアに流入するようになっていた密輸茶の取り締まり，およ
び 1842年に特許状が復活した露米会社の，新垣での毛皮の販売の可能性も期待された。また 1848年の露

















争に従軍している。さらに 1840年， 1849年， 1851年の三度にわたり，新覆に向かう隊商に随行し
た旅行，上述の第 13次北京伝道団派遣時の護衛，そして伊翠通商条約締結交渉の全権として清朝
















ることができた。このコヴ、アレフスキーがネッセリローデ外相に宛てた報告書が Anisimov(2013: 490-495) 
に公刊されている。また，コヴァレフスキーはアジア局長在任中から， 1845年に創設されたロシア帝国地






































に利用できるだろう」と述べられている（ORRNB: f.356, op. 1, d. 76, I. 13ob.-14）。
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止符を打てるだろうj と述べている（ORRNB：王356,op. 1, d. 76, I. 20）。
こうした訪i令の背景には，当時ロシアがカザフ大ジュズの支配を確立しつつあり，かつロシア軍










































































ヴァレフスキー），書記，満洲語通訳（ザハロフ I.I. Zakharov) , l英語通訳兼医師（タタリノフ A.
A. Tatarinov），タタール語通訳，陸軍将校，兵士約 30人，御者5人であった（ORRNB：王 356,op. 
1, d. 79, I. 10・11)260 7月7日彼らはイリに到着し， 8日コヴァレフスキーが伊裂将軍の実山（在任













審議を開始した（ORRNB：王356,op. 1, d. 79, I. 16-16ob.）。
これまでイリでの条約締結交渉の経過は，清朝側の実山らの奏文をもとに検討が加えられてき
た（羽田 1961，李2000:221・222）。一方で，イリでの条約交渉に至る過程および条約の内容を検討
した Antonov(1982）や Aldabek(2001: 70-114）は，イリで、の交渉経過については検討していな
い27。実際に，戚豊元年7月23日 (1851年8月7日）付の実山らの奏文には，清朝側が 18か条の
提案を行い，その後両者の審議を経て 17か条の条約案へとまとまる過程は述べられていない（中
国第一歴史柏案館 1981:12・14）。一方，ロシア使節の発信・受信簿によると， 7月 12日実山らは
18か条の条約案usloviiaを提示した（ORRNB：王 356,op. 1, d. 79, I. 17・20ob.)28。その後の交渉は中
断を含んで断続的に行われ， 7月 19日「最終案 ultimatumJ として 17か条からなる条約案がまと
まった（ORRNB：王 356,op. 1, d. 79, IL 22ob.-27）。そして7月25日，ロシア側はコヴァレフスキー，
清朝側は実山と布彦泰がこの条約案に署名・捺印した。
7月 12日付の清朝側の条約案（ロシア語訳，以下「清朝案Jと略す）と 7月 19日付の最終案（ほ
ぼ7月25日に署名された条文と一致，以下断りがない場合の条文は「最終案」の条文を指す），お
よび8月 16日付コヴァレフスキーの本国外務省宛報告書に記された条約交渉の解説（ORRNB：王
356, op. 1, d. 79, IL 35ob. -41ob.）から，露清間の交渉の争点について検討してみたい。
まず，清朝案と最終案でほぼ露清双方で一致していたのは，第3条（清朝案第4条，無関税貿易），
第4条（清朝案第2条，哨所での査証提示），第5条（清朝案第3条・第 17条，隊商の通行路の指定），
第 10条（清朝案第5条，逃亡犯罪人引き渡し），第 1条（清朝案第 12条，指定場所での家畜の放








































































op. 1, d. 76, I.23）という訓令の内容に従って交渉したようだ。コヴアレフスキーの報告を受けたネ
ッセリローデも，ヵ、ンュガル開放問題は今回の1交渉で最終決裂になったわけではなく，時間が経て
ば解決するだろうという認識だった（Aldabek200 I: 105）。結果としてコヴアレフスキーは， カシ
ュガル開放の許可を得られないまま， 7月31日イリを出発した（李2000:222）。 8月 14日，コパ
ル要塞に到着し， 8月 16日付書簡で外務省に，カシュガル開放交渉が最終的に決裂したことを報




















































派遣されていたロシア領事と同格とされている（TsGARUz:f. 1, op. 32, d. 366, 1. Slob.）。しかし、満
洲語文では第2条で「取引監督に特化したコンスルとしづ官員 cohotoiemu hiida be kadalara kongsul 
sere hafanJ，第8条で「ロシアのコンスル官j，その漢語訳で「匡蘇勅官」という表現が用いられる
以外には，第7-9, 1条では「貿易監督官hiidamaiman〔またはhiidai niyalma〕bekadalara hafanJ , 
j英語訳では「管貿易官」と記されるのみで （Sbornik:103・107, ~王，張 1974: 5ト53），その権限が貿
易に限定されているように見える（米2005:57）。その後の天津，北京両条約に見える「領事官」（注，





























































































38たとえば最終案草稿の第2条には，「領事または別の通商代表 konsulii drugoi torgovyi agent」という表現が
見られるが，締結後の条文では「領事 konsul」のみになっている。最終案の第 13条では，「住居と商品倉
庫のための場所 mestodlia zhitel’stva i skladki tovarov」の zhitel’stvai skladki tovarovに打ち消し線が引かれて
faktorii に，また第 14条で，「自身の家屋に vsvoei podvor’ejのpodvor’eに打ち消し線が引かれて faktoriiに









強化した（Fletcher1978a: 330）。それは 1852年 2月5日付でニコライ 1世の勅許を受けて公布さ
れた「中国西部との通商規程 Praviladlia torgovli s zapadnym Kitaem」に現れている（TsGARUz：王















業 optovoitorgに従事することが認められた（野田 2011:190）。しかし 1852年の貿易規程により，
非ロシア臣籍のアジア人で，伊型通商条約の規定の適用を求める場合には， 1853年以降ギルド登






40 Kozhirova (2000: 36）は同規程の名称を「中国西部との陸上貿易規程 Pravilasukhoputnoi torgovli s Zapadnym 
Kitaem」としているが， 1852年2月22日付財務省から西シベリア総督宛の書簡の写しに付された，印字さ
れた同規程条文の冒頭に付された名称は「中圏西部との通商規程 Praviladlia torgovli s zapadnym Kitaemjで
ある（TsGARUz:f. I, op. 32, d. 366, l. 6）。また Aldabek(2001: 106）は伊型通商条約の締結に合わせて，清
朝側も貿易規程 pravilatorgovliを作成したと述べているが，その事実は確認できない。
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（『集史』）写本
松田 多－j 
A Preliminary Analysis of the Miniature Depicting the Yuan Imperial 
Palace Found in the Jami' af-t，αwii.rfkh (MS. F1820), 
Held by the Raza Library, Rampur, India 
MMSllDi¥ Koichi 
Abstract 
This report examines the illustration depicting the Imperial Palace in the capital city 
(D司du）（日［j)of the Yuan dynasty found in a copy of the .!limi ・al 7liwZirlkh (Compendium 
。i、Chronicles)by Rasld al-din Fa¥i l八llah1 lamadanl噌 heldby the Raza library in the 
Indian city of Rampur (manusじlipt numberド1820) 
The ilu呂trationdepiιts a total o「10pじrsons司 including2 figures that appear to 
represent Qubilai 0がanand his討eniorwif"c C'hal孔1iQatun. The depiじlionof two othピl
figures in the illustration a man holding aじcrcmonialaxe and a m乱nholding a calling 
bird when compared with the descriptions ofじcremoniesfound in the Yuanshi 1じ史
(I Ii story of the Yuan dynasty), strongly suggest that the illustration depicts the opening 
moment of山 lemoniesじonduじtedupon the cnthron巴mentof the Qa 'an, at the beginning 
of each new year、andon the Qa'an司5birthday 
Keywords 




品IU密画，蔵書を伎としてはじ主った市アジア有数の凶書館である（Schmitzand Ziyaud-Din 2006: xxvi一以vi;htp:/ 
razalibrary.gov.in/Razalibnew/index.html) ..その所蔵写本についてはカタログが刊行されている（二宮2008:341）υ 
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